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【
つ
ぶ
や
き
】 

 

「
痛
っ
！
」 

 

右
手
人
差
し
指
の
指
先
に
激
痛

が
走
り
、
と
び
起
き
た
。
午
前
２
時

過
ぎ
。
一
瞬
で
目
覚
め
た
。
布
団
の

周
り
を
み
る
と
一
匹
の
ム
カ
デ
が

い
た
。
対
処
し
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

が
、
指
先
の
痛
み
、
し
び
れ
で
動
け

な
い
。 

箸
も
う
ま
く
持
て
ず
、
歯
磨
き
も

う
ま
く
で
き
な
い
。
マ
ウ
ス
操
作
も

ぎ
こ
ち
な
い
。 

た
っ
た
一
つ
の
出
来
事
で
、
当
た

り
前
だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
で

な
く
な
る
。 

人
間
の
生
物
的
な
弱
さ
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
日
々
当
た
り
前
に

生
活
で
き
る
こ
と
に
、
果
敢
に
退
治

し
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し
た
い
。 

あ
れ
か
ら
二
週
間
。
指
先
に
は
ま

だ
違
和
感
が
…
。 

 本山小学校では、全国の読書週間（10/27～11/9）

を延長させた「校内読書月間」10 月 28 日(月)～11

月 29 日(金)を設け、本に親しませるための様々な

取組を行い、よりよい読書習慣の形成をめざしてい

ます。 

【取組１】家族読書（10/28～11/8）締切り間近 

①お家の方が子どもに読み聞かせ 

②子どもがお家の方に読み聞かせ 

③子どもとお家の方と一緒に読む 

④同じ時間帯にそれぞれ別の本を読む 

４つの方法のうち、いずれかを行う。 

【取組２】図書集会（10/23）実施済み 

 ①図書委員会による集会活動 

  ・メンバーズの紹介 

  ・読書の木の紹介 

  ・おすすめの本に関するクイズ 

  ・新刊の紹介 

【取組３】図書室キャンペーン（10/28～11/29） 

 ①読書ポイントカード 

  ・1 冊借りると 1 ポイント 

  ・一列達成するとくじ引き 

  ・「プラス１冊券」か「しおり」プレゼント 

 人生の土台を育てるこの時期は、「習慣化」が鍵

であると言われています。 

 しかし、「習慣化」には苦労が伴います。習慣に

なってしまうと難しさは減少しますが、それまで継

続する努力が必要です。三日坊主という言葉もある

とおり、なかなか難しいことです。習慣化を図るた

めの努力にすこしでも楽しみを見出すことがコツ

なのかもしれません。 

 この読書月間をきっかけに一人でも多くの本小

っ子に読書習慣が根付くことを願っています。 

○１1 月８日（金）9:20～11:20 に福江文化会館に

て五島市小中学校音楽発表会（小学校の部）が開

催されます。本校からは３・４年生が参加します。

プログラム２番目です。これまでの練習をいかし

て、精一杯表現します。 

【
十
一
月
掲
示
板
か
ら
】 

 歩道橋架替工事のため、１０月から昼休みの下運

動場の使用を止めています。昼休みに交通量の多い

道路を横断し、自由に行き来させることは安全面の

確保から難しいと判断したためです。  

昼休みの活動は、ストレスの解消をはじめ、運動

習慣づくりなどさまざまな効果が期待できます。 

しかし、今回の措置により、運動量の低下が懸念

されます。 

そこで再度のお願いです。安全面への配慮に加

え、運動（歩く）機会をできるだけ確保するために、

校門付近での送迎は御遠慮ください。どうしても送

迎される場合は、農業倉庫や道路が広くなっている

ところでお願いします。ほんの少しの距離でも毎日

積み重ねると大きな成果につながります。よろしく

お願いします。 

 

一月あまり昼休みの様子を眺めています。やはり

「子どもは遊びの天才」です。制限が加わってもそ

の範囲内で上手に遊んでいるようです。知恵を働か

せるためにはある一定の制限が必要なのかもしれ

ません。 

一方「遊びの天才」が自分たちだけの楽しみを追

い求めると必ずトラブルにつながります。ルールに

書いてないからとか、自由だとか、いくつも理由を

挙げますが、「わがまま」と「自由」は違います。本

山小学校は本小っ子みんなのものです。それぞれの

安全や楽しみを大切にし、「わがまま」と「自由」の

違いを学び続けてほしいと願っています。  


